
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
か
ら
見
る
仇
英
の
山
水
画
風
の
展
開宮

崎

法

子

須
貝

美
紗
貴

は
じ
め
に

第
一
章

仇
英
と
二
幅
の
﹁
仙
山
図
﹂

第
一
節

仇
英
に
つ
い
て

第
二
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂

第
二
章
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
比
較

第
一
節

描
写
の
特
色

第
二
節

相
違
点

第
三
章

仇
英
山
水
画
に
お
け
る
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
位
置

第
一
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
以
前
の
仇
英
山
水
画
風
の
展
開

第
二
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
人
物
と
建
物

第
三
節

仇
英
早
期
の
紙
本
画
の
試
み

第
三
章
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
か
ら
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
へ

第
一
節

文
徴
明
の
影
響

第
二
節

李
唐
画
の
影
響

結
び

は
じ
め
に

﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂︵
国
立
故
宮
博
物
院
・
台
北
︶︵
口
絵
１
・
図
１
︶
は
、
明

代
中
期
に
蘇
州
で
活
躍
し
た
仇
英
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
細
緻
で
美
し
い

山
水
図
で
あ
る
。
画
面
上
方
に
、
陸
師
道
が
小
楷
で
﹁
仙
山
賦
﹂
を
書
し
、
そ

こ
に
嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
年
︶
二
月
既
望
の
年
記
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
と
、
ほ
ぼ
同
図
様
で
、
同
じ
く
陸
師
道
の

﹁
仙
山
賦
﹂
の
書
を
も
つ
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂︵
国
立
故
宮
博
物
院
・
台
北
。
以

下
、
台
北
故
宮
と
表
記
︶︵
口
絵
２
・
図
２
︶
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
﹁
仙

山
賦
﹂
に
は
、
嘉
靖
二
十
七
年
︵
一
五
四
八
︶
十
月
二
十
一
日
、
す
な
わ
ち
、

﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
一
年
半
前
の
年
記
が
あ
る
。

職
業
画
家
で
あ
っ
た
仇
英
は
、
自
ら
題
識
を
書
く
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、

画
中
に
年
記
の
あ
る
作
品
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
二
作
品
は
、
制
作
年
が
わ

か
る
こ
と
で
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
し
て
、
絹
本
着
色
の
精
緻
で
優
美
な
人
物
画

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
仇
英
の
画
業
の
中
で
、
こ
の
二
作
品
は
、
山
水
描
写

を
主
体
と
し
た
本
格
的
な
紙
本
の
山
水
図
と
し
て
、
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
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る
。一

見
ほ
ぼ
同
一
の
よ
う
に
見
え
る
二
幅
の
図
様
で
あ
る
が
、
仔
細
に
観
察
す

る
と
、
構
図
や
彩
色
な
ど
に
、
様
々
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

差
異
に
は
、
仇
英
の
山
水
画
表
現
の
展
開
の
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

1

本
論
で
は
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
を
軸
に
、
そ
の
描
写
の

違
い
を
確
認
し
た
上
で
、
仇
英
を
と
り
ま
く
様
々
な
画
家
や
作
品
か
ら
の
影
響

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
仇
英
の
山
水
表
現
の
変
遷
と
、
そ
の
画
風
展
開
に
つ
い

て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

仇
英
と
二
幅
の
仙
山
図

第
一
節

仇
英
に
つ
い
て

仇
英
︵
一
四
九
四
︱
一
五
五
二
︶
は
、
字
を
実
父
、
実
甫
、
号
を
十
洲
な
ど

と
称
し
た
。
太
倉
︵
現
在
の
江
蘇
省
太
倉
市
。
蘇
州
の
東
三
〇
～
四
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
︶
の
出
身
で
、
後
に
呉
郡
︵
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
︶
に

移
っ
た
。
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
応
、
江
兆
申

2

氏
に
よ
る
、
弘
治
七
年
︵
一
四
九
四
︶
頃
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
三
十
一
年
︵
一
五

五
二
︶
に
、
五
十
九
歳
で
歿
し
た
と
い
う
説
に
従
っ
て
、
考
察
を
進
め
る
。
仇

3

英
は
、
も
と
漆
職
人
で
建
築
の
装
飾
な
ど
も
行
っ
て
い
た
職
工
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
落
款
以
外
に
、
作
品
に
自
ら
題
識
を
残
す
よ
う
な
こ
と
は
な

4

く
、
落
款
以
外
の
文
字
も
書
け
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
生
涯
に
つ

い
て
も
、
本
人
以
外
の
文
人
た
ち
の
題
識
や
、
著
録
な
ど
、
僅
か
な
資
料
し
か

残
っ
て
い
な
い
。

仇
英
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
蘇
州
に
移
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
蘇

州
で
周
臣
の
弟
子
と
な
り
、
画
家
と
な
っ
た
。
一
説
に
、
周
臣
が
そ
の
腕
を
見

込
み
、
画
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
同
じ
く
周
臣
に
絵
を
学
ん

5

だ
と
さ
れ
る
唐
寅
︵
一
四
七
〇
︱
一
五
二
三
︶
と
も
親
交
を
も
っ
た
。
周
臣

は
、
南
宋
画
院
の
画
風
、
特
に
李
唐
や
劉
松
年
の
画
風
を
継
承
し
た
職
業
画
家

で
あ
り
、
正
徳
年
間
︵
一
五
〇
六
～
二
一
︶
に
蘇
州
で
活
躍
し
た
。
そ
の
弟
子

に
あ
た
る
唐
寅
や
、
仇
英
と
と
も
に
、
院
派
と
称
さ
れ
て
い
る
。

仇
英
は
、
ま
た
、
蘇
州
の
文
人
画
壇
の
中
心
に
い
た
文
徴
明
︵
一
四
七
〇
︱

一
五
五
九
︶
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
文
徴
明
の
身
近
に
居
て
、
臨
模
な
ど
の
仕

事
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
文
徴
明
か
ら
直
接
間

6

接
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
明
代
随
一
の
収
蔵
家
で
あ
る
項
元
汴

︵
一
五
二
五
︱
一
五
九
〇
︶
の
も
と
に
、
約
十
年
間
滞
在
し
、
項
元
汴
が
所
蔵

す
る
唐
宋
の
名
画
を
臨
模
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

7

職
人
出
身
の
仇
英
が
、
単
な
る
職
業
画
家
の
域
を
超
え
て
、
時
代
を
代
表
す

る
画
家
と
し
て
、
沈
周
・
文
徴
明
・
唐
寅
と
と
も
に
明
四
大
家
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
、
蘇
州
の
一
流
の
文
人
と
の
交
流
や
、
古
画
や
名
画
を
臨
模

し
、
そ
こ
か
ら
多
く
を
吸
収
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

8

画
史
に
も
、﹁
お
よ
そ
唐
宋
の
名
画
で
臨
模
せ
ざ
る
無
し
、
皆
、
稿
本
有
り
、

そ
の
規
仿
の
蹟
は
、
自
ず
と
能
く
真
を
奪
う
。﹂
︵﹃
無
声
詩
史
﹄︶
と
記
さ
れ
て

い
る
。﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

9

宋
画
や
文
徴
明
画
か
ら
の
影
響
が
明
ら
か
で
あ
る
。

何
よ
り
も
、
こ
の
二
作
品
は
、
蘇
州
の
文
人
陸
師
道
と
の
合
作
で
あ
り
、
そ

れ
が
二
度
も
行
わ
れ
た
こ
と
自
体
に
、
仇
英
と
当
時
の
蘇
州
の
文
人
社
会
と
の
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密
接
な
関
係
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂

ま
ず
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂︵
図
２
︶
に
つ
い
て
見
る
と
、
紙
本
着
色
、
縦
九

九
・
三
㎝
、
横
三
九
・
八
㎝
の
掛
幅
装
で
、
画
面
左
に
は
落
款
﹁
仇
英
實
父

製
﹂
と
、﹁
仇
英
實
父
﹂﹁
仇
英
之
印
﹂
の
二
印
が
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
画
面
上
方
に
は
陸
師
道
の
小
楷
の
﹁
仙
山
賦
﹂
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に

は
、
嘉
靖
二
十
七
年
︵
一
五
四
八
︶
十
月
二
十
一
日
の
年
記
が
あ
る
。
乾
隆
皇

帝
を
は
じ
め
清
朝
皇
帝
の
印
が
あ
り
、
乾
隆
皇
帝
の
所
蔵
品
目
録
﹃
石
渠
寶

笈
﹄
に
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
卞
永

10

誉
﹃
式
古
堂
書
画
彙
考
﹄
や
、
高
士
奇
﹃
江
村
銷
夏
録
﹄
に
著
録
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
い
ず
れ
も
﹁
仙
山
樓
閣
図
﹂
と
い
う
名
称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

転
記
さ
れ
て
い
る
陸
師
道
の
﹁
仙
山
賦
﹂
の
款
記
に
﹁
嘉
靖
二
十
七
年
冬
十
月

廿
又
一
日
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
現
在
の
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
を
指
す
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

11

な
お
、﹃
江
村
銷
夏
録
﹄
で
は
﹁
仙
山
賦
﹂
の
作
者
を
、
同
時
代
蘇
州
の
著

名
な
文
人
、
祝
允
明
︵
祝
京
兆
︶
と
い
う
。
し
か
し
、
現
存
す
る
祝
允
明
の
詩

12

集
に
は
、﹁
仙
山
賦
﹂
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
陸
師
道
は
文
集
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
た
め
、
こ
の
﹁
仙
山
賦
﹂
の
作
者
が
誰
な
の
か
確
定
出
来
な
い
。
た

だ
、
こ
の
﹁
仙
山
賦
﹂
は
、
煌
び
や
か
句
を
連
ね
、
神
仙
世
界
の
華
や
か
な
有

様
を
描
写
し
て
お
り
、
華
麗
な
詩
風
で
知
ら
れ
た
祝
允
明
は
、
そ
の
作
者
と
し

て
、
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂︵
図
１
︶
は
、
紙
本
着
色
、
縦
一
一
〇
・
五
㎝
、
横

四
二
・
一
㎝
の
掛
幅
装
で
あ
り
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
よ
り
若
干
大
き
い
。
画
中

に
仇
英
の
落
款
﹁
仇
英
實
父
製
﹂
と
﹁
十
洲
﹂﹁
仇
英
之
印
﹂
の
二
印
が
あ
る
。

こ
ち
ら
の
陸
師
道
の
﹁
仙
山
賦
﹂
に
は
﹁
嘉
靖
庚
戌
春
二
月
既
望

五
湖
陸
師

道
書
﹂
と
あ
っ
て
、
嘉
靖
二
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
一
年

半
後
の
制
作
で
あ
る
。﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
は
、
画
中
の
鑑
蔵
印
か
ら
、
清
初
の

コ
レ
ク
タ
ー
耿
昭
忠
の
所
蔵
を
経
て
、
清
の
宮
廷
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

耿
昭
忠
以
前
の
所
蔵
は
不
明
で
あ
る
。
清
の
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、﹃
石
渠
宝
笈
﹄
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
非
常
に
有
名
な
作

品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
の
文
献
に
も
著
録
が
な
い
。

一
般
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
じ
作
品
が
二
つ
あ
る
場
合
、
ど
ち
ら
か

が
贋
作
あ
る
い
は
写
し
と
い
う
見
方
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、﹁
仙
山
楼

閣
図
﹂
が
﹃
石
渠
宝
笈
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
関
係
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
方
聞
氏
が
説
く
よ
う
に
、
職
業
画
家
で
あ
る
仇
英
が
、
主
題

13

や
、
細
密
画
法
が
好
評
で
あ
っ
た
作
品
を
、
再
び
制
作
す
る
こ
と
は
考
え
や
す

い
こ
と
で
あ
る
。﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
を
実
見
す
れ
ば
、
そ
れ
を
仇
英
作
と
す
る

こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
本
論
で
も
、
両
作
品
と
も
仇
英
画
で
あ
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
以
下
の
考
察
を
進
め
る
。

第
二
章
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
比
較

第
一
節

描
写
の
特
色

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
は
、
精
緻
で
優
美
な
仇
英
の
画
技

が
、
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
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画
面
下
方
に
は
、
右
か
ら
は
回
廊
が
巡
ら
さ
れ
た
崖
が
せ
り
出
し
、
左
方
も

岸
か
ら
続
く
崖
が
あ
り
、
そ
の
合
間
か
ら
、
高
い
峰
を
背
景
に
し
た
精
巧
で
壮

麗
な
建
物
を
望
む
。
数
本
の
松
が
、
こ
ち
ら
側
と
画
面
奥
の
仙
境
と
を
隔
て
て

い
る
。

右
側
に
は
、
広
い
テ
ラ
ス
を
も
つ
三
層
構
造
の
楼
閣
、
左
の
高
台
に
は
、
花

木
︵﹁
仙
山
賦
﹂
中
で
は
〝
桃
李
〟
と
い
う
。
注

参
照
︶
に
囲
ま
れ
た
尖
っ

11

た
屋
根
の
建
物
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
の
後
方
に
は
、
切
り
立
っ
た
峰
が
高
く
大

き
く
聳
え
、
幾
重
に
も
重
な
り
奥
へ
と
続
く
。
白
雲
が
そ
の
間
を
漂
い
、
深
々

と
し
た
空
気
の
厚
み
が
暗
示
さ
れ
る
。
画
面
左
の
峰
か
ら
滝
が
落
ち
、
手
前
に

広
が
る
水
面
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
水
流
や
水
面
に
は
、
細
い
線
が
密
に
入
れ

ら
れ
、
全
面
に
静
か
な
波
が
表
さ
れ
て
い
る
。
細
密
に
描
か
れ
た
楼
閣
の
中
に

は
、
微
細
な
人
物
が
、
様
々
な
動
作
ま
で
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
。

線
描
は
、
ど
の
部
分
を
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
細
く
、
し
か
も
対
象
に
即
し

て
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
単
調
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
水
面
を
埋
め
尽
く
す

波
の
細
線
に
は
、
強
弱
や
濃
淡
が
あ
り
、
そ
れ
が
穏
や
か
な
波
に
か
す
か
な
動

き
を
与
え
て
い
る
︵
図
３
ａ
・
ｂ
︶。
ま
た
、
峰
の
間
を
漂
う
雲
に
は
淡
墨
の

外
隈
が
施
さ
れ
、
繊
細
な
色
の
変
化
と
と
も
に
雲
の
厚
い
薄
い
が
描
き
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
雲
の
中
を
う
ね
る
よ
う
に
引
か
れ
た
、
淡
い
褐
色
の
線
も
、

太
さ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
軽
や
か
な
動
き
と
、
空
気
の
流
れ
が
表
さ
れ
る

︵
図
４
ａ
・
ｂ
︶。

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
は
、
と
も
に
、
こ
の
よ
う
に
精
緻
な

描
法
で
、
奥
深
い
山
中
に
現
出
す
る
仙
境
を
描
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
図

の
表
現
は
、
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
違
い
が
印
象
の
違
い
を
生
ん
で
い

る
。

第
二
節

相
違
点

彩
色

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
違
い
の
一
つ
は
、
峰
の
彩
色
の
違

い
で
あ
る
。﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
峰
は
、
全
体
に
淡
い
緑
色
︵
緑
青
︶
で
彩
色

さ
れ
、
そ
こ
に
褐
色
︵
代
赭
︶
と
青
色
︵
群
青
︶
を
重
ね
る
こ
と
で
、
絶
妙
な

色
の
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
遠
く
の
山
も
同
じ
よ
う
に
彩
色
さ
れ
、
白
雲

も
山
裾
に
あ
り
視
界
を
遮
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
降
り
注
ぐ
陽
光
が
、
澄
み
渡

る
仙
界
の
全
貌
を
明
る
く
照
ら
し
、
遠
く
ま
で
は
っ
き
り
見
渡
せ
る
よ
う
な
印

象
を
与
え
る
。

一
方
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
峰
は
、
淡
い
褐
色
︵
代
赭
︶
で
彩
色
さ
れ
、
所
々

に
施
さ
れ
た
明
る
い
群
青
と
、
漂
う
白
雲
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
清
澄
な
華

や
ぎ
を
伝
え
る
。
淡
墨
で
描
か
れ
た
遠
山
も
、
峰
の
間
に
充
ち
る
白
雲
や
霞
と

相
ま
っ
て
、
は
る
か
な
遠
さ
と
、
深
い
山
間
の
気
配
を
伝
え
て
い
る
。

構
図

そ
の
印
象
の
差
は
、
両
図
の
画
面
構
成
の
違
い
か
ら
も
、
も
た
ら
さ
れ
る
。

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂︵
図
２
︶
で
は
、
画
面
の
下
方
の
楼
閣
部
分
を
少
し
遠
く
か

ら
俯
瞰
す
る
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
回
廊
の
あ
る
崖
の
手
前
に
も
水
面
が
広
が

り
、
観
者
と
の
間
の
距
離
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
右
側
の
大
き
な
楼
閣
と
左

の
梅
林
の
な
か
の
高
殿
が
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
、
水
平
方
向
に
安
定
し
た
配
置

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
安
定
は
、
高
台
の
花
木
が
、
左
の
対
岸
も
あ
り
、
さ
ら
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に
右
側
の
楼
閣
の
中
庭
に
も
花
木
が
あ
る
︵
図

︶
こ
と
で
、
花
木
を
追
っ

16

て
、
視
線
が
水
平
に
行
き
来
す
る
こ
と
で
も
増
幅
さ
れ
る
︵
図
２
・

︶。
ま

16

た
、
楼
閣
や
手
前
の
松
林
を
、
比
較
的
濃
い
墨
線
で
く
っ
き
り
と
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
前
景
の
景
物
が
、
く
っ
き
り
と
際
だ
っ
て
見
え
る
。

14

一
方
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂︵
図
１
︶
で
は
、
回
廊
を
巡
ら
せ
た
右
側
の
崖
は
、

低
く
描
か
れ
、
手
前
に
水
面
は
描
か
れ
ず
、
視
点
は
画
中
の
景
物
に
ず
っ
と
近

づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
左
方
の
梅
林
の
中
の
建
物
は
、
右
の
楼
閣
の
テ
ラ
ス
よ

り
も
か
な
り
高
い
位
置
に
あ
っ
て
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
景
物
が
水
平
方
向
に

安
定
し
て
配
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
左
奥
の
峰
の
間
に

も
小
さ
な
楼
閣
が
描
か
れ
、
画
面
右
上
方
に
も
新
た
に
一
筋
の
滝
が
加
え
ら
れ

る
こ
と
で
、
景
物
を
た
ど
り
な
が
ら
、
視
線
が
、
後
景
の
林
立
す
る
峰
の
間
へ

と
誘
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
で
は
、
楼
閣
や
建
物
を
描
く
線
が

淡
く
か
す
れ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
が
霧
に
か
す
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
り
、
前
景
の
精
緻
な
楼
閣
部
分
と
、
後
景
の
山

水
部
分
が
融
合
し
、
画
面
全
体
が
統
一
感
の
あ
る
仙
界
と
し
て
表
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

山
水
表
現

こ
の
よ
う
な
印
象
の
違
い
は
、
後
景
の
山
水
部
分
の
描
き
方
の
差
に
深
く
関

わ
る
。

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
山
水
部
分
は
、
画
面
の
左
右
に
峰
が
あ
り
中
央
が
開
け

て
い
る
。
こ
の
構
図
は
、
南
宋
風
の
対
角
線
構
図
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
そ
れ

を
左
右
か
ら
交
差
さ
せ
る
よ
う
に
用
い
、
余
白
を
つ
く
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
構
図
に
よ
っ
て
、
峰
の
な
い
中
央
か
ら
視
線
が
奥
に
抜
け
、
す
ぐ
に
仙
界

を
後
に
し
て
し
ま
う
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
は
、
中
央
に
主
峰
を
聳
え
さ
せ
、
そ
の
周
り
に
峰
を

林
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
、
行
く
手
を
塞
が
れ
、
山
が
眼
前
に
迫
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
か
え
っ
て
主
峰
の
奥
ま
で
、
仙
界
が
深
々
と
広
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
先
に
述
べ
た
、﹁
仙
山

楼
閣
図
﹂
の
視
点
の
近
さ
と
と
も
に
、
北
宋
山
水
画
に
近
い
特
徴
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
対
し
て
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に
見
ら
れ
る
距
離
を
置
い
た
視
点
と
、

対
角
線
構
図
は
、
南
宋
山
水
画
の
構
図
に
基
づ
く
と
い
え
よ
う
。

﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
は
、
こ
の
よ
う
に
、
峰
の
配
置
や
色
、
景
物
の
描
き
方
を
、

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
は
明
ら
か
に
変
え
て
、
霞
や
雲
で
包
ま
れ
た
深
い
山
水
を

つ
く
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
仇
英
の
山
水
画
制
作
に
見
ら
れ
た
変
遷
の
集
大
成
で
あ
り
、
変
化

の
痕
跡
の
表
わ
れ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
仇
英
の
山
水
画
制
作
を
時
代
順
に
追

う
こ
と
で
、
こ
の
作
品
に
至
る
仇
英
の
山
水
画
風
の
展
開
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
た
い
。

第
三
章

仇
英
山
水
画
に
お
け
る
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
位
置

第
一
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
以
前
の
仇
英
山
水
画
風
の
展
開

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
は
、
細
密
な
界
画
描
写
と
、
美
し
い

山
水
表
現
を
見
所
と
し
た
山
水
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
山
水
図
が
、
仇
英
の

晩
年
に
描
か
れ
る
ま
で
の
、
仇
英
の
山
水
画
の
変
遷
を
、
各
時
期
の
作
例
を
取
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り
上
げ
、
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

早
期
の
画
風

仇
英
の
早
期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
作
品
に
、
絹
本
着
色
の
﹁
春
遊
晩
帰

図
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図
５
︶
が
あ
る
。﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂
は
、
仇
英
の
山
水
画

の
中
で
も
、
特
に
人
物
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
主
題
を
明
代
前
期
の
浙
派
の
画
家
、
戴
進
︵
一
三
八
八
︱
一
四

六
二
︶
が
描
い
て
い
る
︵
戴
進
﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂︵
台
北
故
宮
︶︹
図
６
︺︶。
仇

英
が
、
先
行
す
る
戴
進
の
こ
の
図
を
基
に
、
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
、

似
た
図
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
互
に
比
較
す
る
と
、
両
者
の
表
現
の
違
い

は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
前
景
に
は
、
高
士
が
従
者
を
連
れ
て
、
春
の
行
楽
か
ら
、
屋
敷

の
門
前
に
帰
り
着
い
た
情
景
を
描
く
。
一
行
の
上
に
、
大
き
な
樹
木
が
覆
う
よ

う
に
枝
を
伸
ば
す
。
画
面
右
、
上
方
に
遠
山
を
描
き
、
全
体
と
し
て
対
角
線
構

図
を
と
る
。

仇
英
の
﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂
で
は
、
丁
寧
に
描
写
さ
れ
た
人
物
を
描
く
部
分

が
、
画
面
の
下
半
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
景
の
霞
が
か
っ
た
木
々
が

大
き
く
扱
わ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
、
峰
が
唐
突
に
聳
え
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
戴
進
は
、
素
早
い
筆
致
に
よ
る
人
物
の
部
分
を
、
画
面
の

三
分
の
一
以
下
に
収
め
、
中
景
と
し
て
広
々
と
し
た
水
面
や
道
や
家
を
配
し
、

深
い
霧
を
漂
わ
せ
る
こ
と
で
、
遠
山
ま
で
の
広
い
空
間
を
描
き
、
広
々
と
し
た

山
水
の
な
か
の
人
物
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
浙
派
の
山
水
構
成
の
典
型

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

仇
英
も
対
角
線
構
図
に
よ
っ
て
、
同
じ
主
題
を
描
く
が
、
ま
だ
、
山
水
図
に

な
り
き
っ
て
お
ら
ず
、
丁
寧
な
人
物
描
写
の
背
景
と
し
て
峰
を
添
え
て
い
る
印

象
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
戴
進
は
山
水
画
家
で
あ
っ
た
が
、
仇
英

は
、
も
と
も
と
人
物
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
師
で
あ
る
周
臣
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
山
を
片
側
に

聳
え
さ
せ
る
構
図
や
、
人
物
の
扱
い
方
は
、
実
は
、
周
臣
に
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
例
え
ば
周
臣
﹁
閒
看
兒
童
促
柳
花
句
意
図
﹂︵
台
北
故
宮
︶
︵
図
７
︶
な

ど
に
近
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
宋
楊
万
里
の
﹁
初
夏
睡
起
﹂
詩
の
結
句
を

題
材
に
、
柳
花
を
捉
え
よ
う
と
す
る
子
供
ら
と
そ
れ
を
眺
め
る
詩
人
を
、
画
面

下
半
分
に
描
く
。
画
面
下
方
に
岩
を
置
き
、
そ
の
向
こ
う
に
人
物
を
描
き
、
上

方
片
側
に
遠
山
を
描
く
、
人
物
の
比
率
や
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
環
境
描
写
の
枠

の
造
り
方
が
仇
英
画
と
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
周
臣
﹁
閒
看
兒
童
促
柳
花
句
意
図
﹂
で
は
、
太
く
豪
快
な
線
で
描

か
れ
た
手
前
の
岩
や
樹
木
を
た
ど
り
、
前
景
か
ら
後
景
の
遠
山
に
、
視
線
が
自

然
に
誘
導
さ
れ
る
た
め
、
前
景
の
人
物
の
部
分
と
後
景
の
山
水
描
写
に
繋
が
り

が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
仇
英
﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂
で
は
、
前
景
の
人
物
を
精
緻

に
描
き
込
む
が
、
遠
山
は
墨
の
面
で
簡
略
に
形
を
示
す
の
み
で
、
人
物
の
添
え

物
の
よ
う
で
、
統
一
感
は
希
薄
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂
に
は
、
仇
英
の
初
期
の
山
水
表
現
の
特
徴
、

す
な
わ
ち
ま
だ
ま
だ
人
物
描
写
が
主
で
あ
り
、
山
水
図
と
し
て
は
限
界
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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画
風
の
展
開

次
い
で
、
制
作
年
不
明
の
﹁
桃
源
仙
境
図
﹂︵
天
津
博
物
館
︶︵
図
８
︶﹁
玉

洞
仙
源
図
﹂︵
故
宮
博
物
院
・
北
京
。
以
下
、
北
京
故
宮
と
表
記
︶︵
図
９
︶
に

は
、
変
化
が
表
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
絹
本
着
色
の
仙
界
を
描
く
青
緑
山
水

図
で
あ
る
。

﹁
桃
源
仙
境
図
﹂
は
、
峰
全
体
が
鮮
や
か
な
群
青
で
彩
色
さ
れ
、﹁
玉
洞
仙
源

図
﹂
は
淡
い
緑
色
の
峰
に
所
々
群
青
が
入
れ
ら
れ
。
描
か
れ
た
地
形
や
、
峰
の

配
置
、
雲
の
広
が
り
な
ど
、
画
面
構
成
が
酷
似
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
作

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
幅
の
大
き
さ
は
、﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
人
物
は
画
面
の
四
分
の
一
程
度
を
占
め
る
に
止
ま
り
、
そ
の
上
に
樹
木

を
、
さ
ら
に
上
方
い
っ
ぱ
い
に
、
高
く
聳
え
る
峰
を
配
し
、
山
塊
の
一
つ
一
つ

を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。
奥
行
き
の
表
現
は
な
く
、
厚
い
雲
で
中
景
と
主
峰
の

繋
が
り
を
曖
昧
に
し
、
建
物
と
峰
の
バ
ラ
ン
ス
も
不
自
然
で
あ
る
な
ど
、
人
物

に
比
し
て
、
ま
だ
山
水
描
写
は
充
分
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、﹁
春
遊

晩
帰
図
﹂
と
比
べ
、
山
水
表
現
の
比
率
が
増
し
、
描
写
も
充
実
し
て
お
り
、
本

格
的
な
山
水
図
へ
と
、
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

﹁
剣
閣
図
﹂

山
水
表
現
に
は
っ
き
り
と
し
た
変
化
が
表
れ
る
の
は
、
絹
本
着
色
の
三
メ
ー

ト
ル
近
い
巨
幅
の
﹁
剣
閣
図
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図

︶
で
あ
ろ
う
。﹁
剣
閣

10

図
﹂
は
、
唐
の
李
白
の
楽
府
﹁
蜀
道
難
﹂
に
基
づ
き
、
険
し
い
蜀
の
雪
の
山
地

を
行
く
、
旅
人
を
主
題
と
す
る
。
仇
英
以
外
に
も
、
唐
寅
の
同
主
題
の
作
品

や
、
元
の
王
蒙
に
も
﹁
剣
閣
図
﹂
を
描
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

15

高
く
聳
え
る
峰
が
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
、
険
し
い
崖
を
め
ぐ
る
桟
道

を
続
々
と
下
っ
て
く
る
人
物
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
遠
ざ
か
る
に
従
い
小
さ

く
描
か
れ
て
い
る
が
、
峰
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
人
物
の
比
率
は
大
き
め
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
険
し
く
連
な
る
山
々
を
巨
大
な
画
面
に
堂
々
と
描
く

こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
画
面
左
側
の
険
し
い
峰
と
、
右
側
の
遠
山
が
左
右
か
ら

迫
り
、
中
央
あ
た
り
が
抜
け
て
い
く
構
図
を
と
る
こ
と
や
、
手
前
に
岸
が
あ

り
、
水
面
を
挟
み
、
対
岸
に
山
々
を
配
し
て
、
前
景
に
広
い
空
間
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
中
心
的
な
モ
チ
ー
フ
︵
こ
こ
で
は
、
馬
を
下
り
て
休
み
た
た
ず
む
人

物
︶
を
配
す
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に
共
通
し
し
て
い
る
。

た
だ
、
巨
大
な
画
面
の
半
分
近
く
ま
で
水
面
を
広
く
描
く
﹁
剣
閣
図
﹂
で

は
、
画
面
上
方
の
峰
々
を
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
微
細
な
細
密
表
現
の
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
で
は
、
水
面
は
画
面
の
低

い
位
置
に
あ
っ
て
、
楼
閣
の
あ
る
場
所
を
俯
瞰
す
る
よ
う
に
捉
え
て
い
る
点

は
、
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
﹁
剣
閣
図
﹂
の
制
作
の
背
景
に
は
、
同
じ
蜀
の
山
を
主
題
に
し
た
、

﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
の
よ
う
な
作
品
の
影
響
が
想
定
さ
れ

11

る
。﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂
は
唐
の
李
昭
道
作
と
伝
称
さ
れ
る
が
、
現
存
の
作
品
は
、

元
や
明
の
頃
の
模
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
安
史
の
乱
に
際
し
て
、
蜀
の
険
し

16

い
山
道
を
、
桟
道
を
伝
い
、
逃
れ
て
い
く
、
宮
女
た
ち
を
含
む
、
玄
宗
皇
帝
一

行
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
。﹁
剣
閣
図
﹂
と
﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂
は
主
題
的
に
共

通
す
る
だ
け
で
は
な
い
。﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂
の
画
面
左
側
の
桟
道
を
巡
ら
せ
、

人
々
が
そ
こ
を
下
っ
て
く
る
峰
の
表
現
は
、﹁
剣
閣
図
﹂
の
主
峰
に
よ
く
似
て

い
る
。
ま
だ
、﹁
剣
閣
図
﹂
の
細
く
切
り
立
つ
諸
峰
も
﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂
に
近
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似
す
る
。
こ
の
﹁
明
皇
幸
蜀
図
﹂
の
明
代
で
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、﹁
明

皇
幸
蜀
図
﹂
と
い
う
題
の
作
品
が
、
蘇
州
の
人
、
都
穆
の
﹃
寓
意
編
﹄
や
、
仇

英
と
交
流
が
あ
っ
た
文
嘉
の
﹃
鈐
山
堂
書
画
記
﹄
な
ど
の
明
の
著
録
に
記
載
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
図
を
、
仇
英
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る

だ
ろ
う
。﹁
剣
閣
図
﹂
の
よ
う
な
巨
幅
は
、
明
ら
か
に
注
文
制
作
で
あ
っ
た
は

17

ず
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
巨
幅
の
﹁
剣
閣
図
﹂
を
描
い
た
こ
と
が
、
仇
英
の

18

本
格
的
な
山
水
画
制
作
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
制
作
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
人
物
と
建
物

以
上
見
た
よ
う
に
、﹁
剣
閣
図
﹂
と
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に
は
、
画
面
構
成
上
、

い
く
つ
か
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
、
そ
の
大
き
さ
や
表

現
の
方
向
が
全
く
異
な
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
が
、
前
述
し
た
初
期
か
ら
﹁
剣
閣
図
﹂

に
至
る
ま
で
の
山
水
図
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
絹
本
で
な
く
、
紙
本
に
描
か

れ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
精
緻
な
細
密
表
現
を
採
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
小
さ
く
描
か
れ
た
人
物
に
つ
い
て
、
他
の
仇
英
画
と
の
関
連
を
見
て

い
き
た
い
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
小
さ
さ
は
、
肉
眼
で
判
断
す
る
こ

と
が
困
難
な
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
細
か
さ
こ
そ
が
、
画
家
の
技
量
の
見
せ
場

で
あ
り
、
人
々
を
惹
き
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
微
細
な
人
物
も
、
よ
く
見
れ
ば
、
他
の
仇
英
画
中
の
人
物
と
同
じ

図
様
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

人
物
表
現

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に
は
多
く
の
人
物
が
描
か
れ
る
。
花
木
に
囲
ま
れ
た
建
物

に
十
二
人
、
楼
閣
に
九
人
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
男
性
は
、
こ
の
建
物

で
、
舞
う
女
性
を
観
て
い
る
男
性
一
人
で
あ
る
︵
図

︶。

12

花
木
に
囲
ま
れ
た
建
物
で
は
そ
の
一
人
の
男
性
の
た
め
に
、
十
一
人
の
仙
界

の
女
性
︵
玉
女
︶
が
舞
い
、
ま
た
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
図
様

は
仇
英
の
﹁
漢
宮
春
暁
図
﹂︵
台
北
故
宮
︶
︵
図

︶
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

13

﹁
漢
宮
春
暁
図
﹂
は
、
仇
英
が
パ
ト
ロ
ン
の
項
元
汴
の
も
と
に
滞
在
し
た
一
五

四
二
年
頃
以
降
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
制

19

作
時
期
が
近
い
。

﹁
漢
宮
春
暁
図
﹂
は
、
華
麗
な
後
宮
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
美
し
い
宮
女
た
ち

の
生
活
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
は
一
般
の
人
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
夢
の

よ
う
な
世
界
を
描
く
点
で
、
仙
山
図
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、

20

楽
器
を
手
に
、
演
奏
の
準
備
を
す
る
宮
女
と
、
傍
ら
で
舞
う
二
人
の
宮
女
が
描

か
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
片
腕
を
上
げ
、
反
対
の
腕
を
横
に
伸
ば
し
た
ポ
ー
ズ

は
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
中
の
舞
う
女
性
の
姿
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
漢
宮
春

暁
図
﹂
に
笙
や
横
笛
を
も
つ
宮
女
や
、
拍
板
や
箜
篌
を
演
奏
す
る
宮
女
︵
図

︶
が
描
か
れ
て
い
る
が
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
女
性
も
同
じ
楽
器
を
演
奏
す

14る
。さ

ら
に
、﹁
漢
宮
春
暁
図
﹂
に
描
か
れ
て
い
る
室
内
で
床
に
坐
っ
て
箜
篌
を

弾
く
宮
女
と
、
傍
ら
で
拍
板
を
手
に
し
た
侍
女
の
姿
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所

蔵
の
仇
英
の
﹁
弾
箜
篌
図
﹂︵
図

︶
に
も
見
ら
れ
る
。
﹁
弾
箜
篌
図
﹂
で
は
、

15

21

高
士
が
、
妓
女
と
向
か
い
合
っ
て
坐
り
、
彼
女
が
演
奏
す
る
箜
篌
に
耳
を
傾
け
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て
い
る
。
そ
れ
は
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
高
士
の
姿
に
通
ず
る
。
高
士
が
妓
女

と
向
か
い
あ
う
図
は
、
同
時
代
、
蘇
州
の
唐
寅
が
好
ん
で
描
い
た
画
題
で
あ
っ

た
。
仇
英
の
﹁
弾
箜
篌
図
﹂
や
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
な
か
の
高
士
と
妓
女
の
姿

22に
は
、
そ
の
よ
う
な
唐
寅
画
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
右
側
の
壮
大
な
楼
閣
の
広
い
テ
ラ
ス
に
、
白
い

衣
の
女
性
が
二
人
描
か
れ
て
お
り
、
先
を
歩
く
一
人
が
振
り
返
り
、
後
ろ
の
女

性
に
顔
を
向
け
て
い
る
︵
図

︶。
さ
ら
に
、
楼
閣
の
一
階
左
方
の
廊
下
や
、

16

二
階
正
面
の
欄
干
に
寄
る
二
人
も
、
一
人
が
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

二
人
の
姿
は
、
文
徴
明
の
﹁
湘
君
湘
夫
人
図
﹂︵
北
京
故
宮
︶︵
図

︶
に
通
ず

17

る
。﹁
湘
君
湘
夫
人
図
﹂
は
か
つ
て
文
徴
明
が
仇
英
に
彩
色
を
頼
ん
だ
が
気
に

入
ら
ず
、
自
ら
彩
色
し
た
と
い
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
仇
英
は
、
そ
の
頃
二
十

23

代
初
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
印
象
的
な
図
様
を
、
こ
こ
に
繰
り
返
し
用
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

楼
閣
に
は
さ
ら
に
、
二
階
で
御
簾
に
手
を
伸
ば
す
白
い
衣
の
女
性
や
、
御
簾

の
陰
か
ら
外
を
見
る
赤
い
衣
の
女
性
、
廊
下
を
進
む
青
い
衣
の
女
性
の
姿
が
あ

り
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
は
、
多
く
の
玉
女
た
ち
に
囲
ま
れ
、
一
人
の
男
性
︵
仙

人
︶
が
暮
ら
す
仙
境
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
男
性
に
と
っ
て
の
理
想
郷
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。

︵
二
︶
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
人
物
表
現

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
か
ら
二
年
後
の
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
で
は
、
描
か
れ
た
人
物

は
、
が
ら
り
と
変
化
す
る
。
こ
ち
ら
は
、
人
物
が
少
な
く
、
梅
林
の
中
の
建
物

に
四
人
、
楼
閣
の
中
に
三
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
男
性

で
あ
る
。
壮
麗
な
楼
閣
の
テ
ラ
ス
に
は
鳳
凰
が
二
羽
い
る
が
、
玉
女
の
姿
は
見

当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

花
木
に
囲
ま
れ
た
建
物
で
は
、
く
つ
ろ
い
だ
姿
の
主
人
と
、
訪
れ
た
男
性
の

客
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
︵
図

︶。
そ
の
奥
に
は
両
側
に
一
人
ず
つ
童
子
が

18

い
る
。
右
の
楼
閣
に
は
、
二
階
に
男
性
が
椅
子
に
腰
掛
け
て
外
の
景
色
を
眺

め
、
そ
の
後
ろ
で
は
、
格
子
の
仕
切
り
の
陰
か
ら
姿
を
現
し
た
童
子
と
、
一
階

の
奥
に
琴
を
携
え
た
童
子
が
い
る
︵
図

︶。
こ
の
穏
や
か
な
静
け
さ
が
漂
う

19

世
界
は
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
よ
う
な
玉
女
の
い
る
華
や
か
な
仙
境
と
は
異
な

り
、
静
謐
な
文
人
の
隠
棲
の
地
の
よ
う
で
あ
り
、
文
人
的
な
理
想
を
描
く
作
品

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
改
変
は
、
お
そ
ら
く
注
文
主
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。︵

三
︶
建
物
の
表
現

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
を
大
き
く
特
徴
付
け
て
い
る
も
の
は
、

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
細
か
な
人
物
を
含
め
、
驚
く
ほ
ど
精
緻
に
描
か
れ
た
建

物
の
描
写
で
あ
り
、
そ
れ
を
描
き
あ
げ
る
神
業
的
な
仇
英
の
技
量
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
界
画
の
伝
統
に
連
な
る
表
現
で
あ
る
。
仇
英
は
、
﹁
漢
宮
春
暁
図
﹂
の

宮
殿
の
柱
に
細
か
く
金
泥
で
模
様
を
描
く
な
ど
、
建
物
の
構
造
や
美
し
い
装
飾

を
細
微
に
正
確
に
描
い
て
い
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
仇
英
が
建
築
の

絵
付
け
を
す
る
漆
職
人
で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
仇

英
の
他
の
作
品
に
も
正
確
な
建
物
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
幅
の

仙
山
図
の
建
築
の
表
現
は
、
そ
の
細
か
さ
に
お
い
て
、
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
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よ
う
な
界
画
表
現
は
、
や
は
り
、
仇
英
が
、
項
元
汴
の
も
と
で
臨
模
し
た
南
宋

画
院
画
家
の
界
画
的
細
密
描
写
か
ら
学
び
、
習
得
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
項
元
汴
旧
蔵
の
無
款
の
﹃
臨
宋
人
画
冊
﹄︵
上
海
博
物
館
︶
は
仇

英
が
晩
年
に
項
家
で
臨
模
し
た
と
さ
れ
る
作
品
だ
が
、
そ
こ
に
は
細
緻
な
界
画

の
﹁
膝
王
閣
図
﹂︵
図

︶
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
幅
の
楼
閣

20

表
現
の
基
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂

﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
中
の
花
木
に
囲
ま
れ
た
と
が
っ
た
屋
根
が
特
徴
的
な
建
物
は
、

南
宋
の
馬
麟
﹁
秉
燭
夜
遊
図
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
の
建
物
と
よ
く
似
て
い

21

る
。
建
物
の
正
面
が
開
け
放
た
れ
、
そ
こ
に
正
面
を
向
い
て
座
る
高
士
の
姿

も
、
共
通
す
る
。
こ
の
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
﹃
紈
扇
画
冊
﹄
に
は
項
元
汴
の

鑑
蔵
印
が
あ
り
、
仇
英
が
、
項
元
汴
の
も
と
で
、
こ
の
馬
麟
﹁
秉
燭
夜
遊
図
﹂

を
見
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
二
幅
の
仙
山
図
中
の
、
際
立
っ
て
精
緻
な
建
物
の
描
写

に
は
、
そ
の
直
近
に
項
元
汴
の
も
と
で
学
び
得
た
で
あ
ろ
う
、
宋
代
院
体
画
の

界
画
的
表
現
か
ら
の
直
接
的
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

仇
英
早
期
の
紙
本
画
の
試
み

ま
た
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
描
か
れ
た
文
人
的
な
世
界
は
、
仇
英
の
別
号
図

に
す
で
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仇
英
の
別
号
図
と
し
て
、
絹
本
着
色
の
﹁
東

林
図
巻
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
が
有
名
だ
が
、
そ
れ
と
同
図
様
の
紙
本
の

22

﹁
園
居
図
巻
﹂︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
二

23

巻
に
注
目
し
て
、
仇
英
の
紙
本
画
の
試
み
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

﹁
東
林
図
巻
﹂
は
、
比
較
的
若
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
、
お
よ
そ
九
年
後
に
﹁
園
居
図
巻
﹂
が
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

24

巻
頭
の
岩
陰
で
茶
の
用
意
を
す
る
童
子
た
ち
の
姿
は
、
両
巻
と
も
全
く
同
じ

で
、
手
前
の
木
々
の
間
か
ら
庭
園
を
覗
く
構
図
や
、
草
堂
の
中
で
主
人
と
客
人

が
語
ら
う
姿
も
共
通
す
る
。
奥
の
衝
立
の
画
中
画
な
ど
は
若
干
異
な
る
が
、
室

内
に
置
か
れ
た
調
度
品
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
草
堂
の
先

に
、
な
だ
ら
か
峰
の
遠
山
や
水
流
が
あ
り
、
水
流
に
架
か
か
る
橋
を
渡
る
と
、

花
木
の
林
と
水
面
の
広
が
り
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
草
堂
の
な
か
の
主
人

と
客
の
姿
は
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
主
人
と
客
の
図
様
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
二
作
品
は
、
違
う
人
物
の
た
め
に
描
か
れ
た
別
業
図
で
あ
る
。
別
荘
や

庭
園
で
客
を
も
て
な
す
文
人
を
描
い
た
別
業
図
、
園
林
図
は
、
明
代
の
文
人
が

好
ん
だ
画
題
で
あ
る
。
は
る
か
な
山
並
み
と
、
開
け
た
江
水
を
望
む
、
美
し
い

庭
園
の
中
の
草
堂
に
、
客
が
来
訪
し
、
童
子
が
茶
の
用
意
を
す
る
場
面
を
描
く

図
様
が
基
本
で
あ
る
。﹁
東
林
図
﹂
と
﹁
園
居
図
﹂
は
こ
の
型
通
り
の
別
業
図

25

巻
で
あ
り
、
仇
英
も
依
頼
を
受
け
て
、
一
つ
の
型
で
、
違
う
人
に
向
け
て
別
業

図
巻
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
同
じ
図
様
で
は
あ
っ
て
、
絹
本
の
﹁
東
林
図
﹂
と
、
紙
本
の
﹁
園

居
図
﹂
は
、
印
象
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
﹁
東
林
図
﹂
は
、
他
の
多
く
の

仇
英
の
絹
本
画
と
同
様
、
岩
は
淡
墨
の
大
き
な
墨
面
の
上
に
、
濃
淡
が
つ
け
ら

れ
︵
図

︶、
岩
肌
の
な
め
ら
か
さ
と
、
硬
さ
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
樹
木
も
、

24

細
や
か
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
あ
っ
さ
り
と
、
す
べ
す
べ
し
た
質
感
で
統
一
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
紙
本
着
色
画
の
﹁
園
居
図
﹂
で
は
、
筆
を
重
ね
た
執
拗
な
描
写
と
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な
っ
て
い
る
。
岩
は
、
墨
の
滲
み
に
、
乾
い
た
筆
致
が
相
ま
っ
て
、
岩
肌
の
ざ

ら
ざ
ら
し
た
質
感
や
細
か
な
岩
の
起
伏
が
表
さ
れ
て
い
る
︵
図

︶。
樹
幹
も
、

25

幹
全
体
に
乾
筆
が
重
ね
ら
れ
、
墨
線
と
彩
色
が
調
和
し
、
幹
の
芯
か
ら
捻
れ
て

い
る
か
の
よ
う
な
動
き
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
草
堂
の
前
の
岩
に
は
、

青
色
が
施
さ
れ
、
奥
に
行
く
に
従
い
徐
々
に
淡
く
し
て
い
る
こ
と
で
、
草
堂
の

前
の
空
間
を
、
木
の
間
か
ら
光
が
差
し
た
よ
う
に
明
る
く
見
せ
て
い
る
。

特
に
、﹁
園
居
図
﹂
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
物
に
よ
っ
て
、
変
化
さ
せ
た
筆

の
動
き
に
よ
っ
て
、
も
の
の
形
だ
け
で
な
く
、
筆
触
や
運
筆
そ
の
も
の
の
魅
力

が
伝
わ
る
画
法
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
人
画
的
な
筆
法
で
あ
り
、
仇
英

の
絹
本
画
に
は
見
ら
れ
な
い
、
別
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、﹁
東
林
図
﹂
は
﹁
園
居
図
﹂
よ
り
も
画
面
が
長
く
、
先
に
あ
げ
た
戴

進
﹁
春
遊
晩
帰
図
﹂︵
図
６
参
照
︶
と
同
じ
く
、
画
巻
の
手
前
か
ら
前
景
、
中

景
、
後
景
を
配
置
し
、
深
い
霧
に
よ
り
奥
行
き
を
だ
す
浙
派
的
な
山
水
画
の
構

成
を
横
長
の
画
巻
に
応
用
し
た
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
巻
の
構
成
法
は
、

す
で
に
、
文
徴
明
の
﹁
真
賞
齋
図
巻
﹂︵
上
海
博
物
館
︶
に
も
見
ら
れ
、
蘇
州

の
画
家
達
が
、
浙
派
山
水
画
の
定
型
を
応
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

一
方
﹁
園
居
図
﹂
は
、﹁
東
林
図
﹂
の
よ
う
に
大
き
な
景
色
を
描
く
も
の
で

も
、
形
を
丁
寧
に
写
す
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
筆
触
に
よ
っ
て
対
象

の
質
感
や
量
感
を
表
す
な
ど
、
絹
本
上
の
滑
ら
か
に
す
べ
る
軽
い
筆
線
と
は
異

な
る
、
紙
本
だ
け
に
可
能
な
、
筆
墨
表
現
の
可
能
性
を
求
め
た
よ
う
に
見
え

る
。
特
に
細
密
表
現
で
、
絹
本
よ
り
線
描
が
明
快
で
あ
る
こ
と
や
、
線
自
体

に
、
よ
り
微
妙
な
変
化
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
紙
本
は
絹
本
に
な
い
表
現

を
可
能
に
す
る
こ
と
が
、﹁
園
居
図
﹂
と
﹁
東
林
図
﹂
の
比
較
に
よ
っ
て
、
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
仇
英
の
晩
年
の
二
幅
の
紙
本
﹁
仙
山
図
﹂
で
十
分
発

揮
さ
れ
た
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
ら
、
晩
年
に
お
け
る
紙
本
の
山
水
画
制
作
の
背

景
に
は
、
仇
英
の
﹁
園
居
図
﹂
で
の
試
み
と
、
そ
の
成
功
体
験
が
生
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

第
三
章
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
か
ら
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
へ

第
一
節

文
徴
明
の
影
響

仇
英
の
こ
の
よ
う
な
紙
本
着
色
の
山
水
画
制
作
の
試
み
に
は
、
当
然
、
文
徴

明
の
影
響
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に

は
、
文
徴
明
の
精
緻
で
美
し
い
彩
色
の
紙
本
着
色
の
山
水
図
と
の
共
通
点
を
多

く
指
摘
で
き
る
。

文
徴
明
の
紙
本
着
色
の
﹁
江
南
春
図
巻
﹂︵
上
海
博
物
館
︶︵
図

︶
は
、
嘉

26

靖
九
年
︵
一
五
三
〇
︶、
文
徴
明
六
十
一
歳
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
時
、
仇
英

は
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

﹁
江
南
春
図
巻
﹂
の
彩
色
は
、
先
に
述
べ
た
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
彩
色
に
近

く
、
薄
緑
を
基
本
と
し
、
そ
こ
に
、
淡
い
褐
色
か
ら
徐
々
に
緑
へ
と
、
穏
や
か

な
変
化
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、﹁
江
南
春
図
巻
﹂
の
細
か
な
点
苔
は
、
大
小
が
つ
け
ら
れ
、
土
坡
に

貼
り
付
く
よ
う
に
施
さ
れ
、
密
に
い
れ
ら
れ
た
箇
所
は
少
し
盛
り
上
が
る
よ
う

に
描
か
れ
る
︵
図

︶。
そ
の
よ
う
な
点
苔
は
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
に
も
共
通
し
、

27

点
苔
の
大
き
さ
に
差
を
付
け
て
、
さ
ら
に
淡
い
青
色
と
墨
の
点
苔
を
使
い
分
け
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る
こ
と
で
、
厚
み
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
︵
図

︶。
文
徴
明
の
点
苔
は
輪
廓
線

28

を
埋
め
る
よ
う
に
施
さ
れ
、
そ
の
た
め
一
つ
一
つ
の
岩
が
立
体
的
に
、
ゆ
る
ぎ

な
く
見
え
る
が
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
の
峰
も
、
同
様
の
点
苔
に
よ
っ
て
、
く
っ

き
り
と
輪
廓
が
際
立
っ
て
い
る
。

一
方
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
点
苔
は
峰
に
貼
り
付
か
ず
、
軽
や
か
な
木
々
を

表
す
か
の
よ
う
に
描
か
れ
、
数
も
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
よ
り
ず
っ
と
抑
え
ら
れ
て

お
り
︵
図

︶、
特
に
主
峰
よ
り
奥
の
峰
に
は
、
必
要
最
低
限
の
点
苔
が
用
い

29

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
仇
英
は
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
制
作
の
際
に
は
、
文
徴

明
の
紙
本
着
色
の
精
緻
な
山
水
画
を
参
考
に
し
た
が
、
一
年
半
後
﹁
仙
山
楼
閣

図
﹂
で
は
、
文
徴
明
の
影
響
は
薄
れ
、
さ
ら
に
新
し
い
表
現
を
獲
得
し
た
よ
う

に
見
え
る
。
こ
の
間
に
、
仇
英
は
、
彩
色
法
や
筆
墨
法
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま

で
自
身
が
描
い
た
こ
と
の
な
い
独
自
の
画
法
を
獲
得
し
、
統
一
的
な
山
水
空
間

の
表
現
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
節

李
唐
画
の
影
響

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
画
風
の
違
い
は
描
法
や
彩
色
だ
け

で
は
な
い
。
峰
の
配
置
や
構
図
の
違
い
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
は
、
画
面
左
右
に
峰
が
聳
え
、
中

央
が
開
け
る
構
図
で
あ
る
。
そ
れ
は
、﹁
剣
閣
図
﹂
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、

南
宋
画
院
の
対
角
線
構
図
の
一
種
の
変
形
と
い
え
る
。﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
ま
で

の
仇
英
は
、
視
点
の
遠
さ
を
含
め
、
基
本
的
に
、
南
宋
風
の
構
図
を
用
い
て
い

る
。

し
か
し
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
至
っ
て
、
中
央
に
主
峰
を
描
き
、
周
辺
に
林

立
す
る
峰
を
配
す
る
、
い
わ
ば
北
宋
山
水
画
の
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
山
容
表
現
と
似
た
作
品
と
し
て
、
北
宋
末
の
李
唐

の
様
式
で
描
か
れ
た
﹁
奇
峰
萬
木
図
﹂
︵
台
北
故
宮
︶︵
図

︶
を
挙
げ
る
こ
と

30

が
で
き
る
。
雲
を
漂
わ
せ
、
遠
く
に
切
り
立
っ
た
峰
を
林
立
さ
せ
、
小
画
面
だ

26

が
、
峰
と
そ
の
間
を
漂
う
雲
に
よ
っ
て
、
広
く
深
い
空
間
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
と
共
通
す
る
表
現
で
あ
り
、
特
に
﹁
奇
峰
萬

木
図
﹂
の
手
前
の
主
峰
の
頂
は
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
主
峰
の
頂
を
近
く
で
見

た
よ
う
な
形
に
描
か
れ
て
い
る
。
院
派
と
称
さ
れ
る
仇
英
や
師
の
周
臣
は
、
南

宋
画
院
の
な
か
で
も
、
馬
遠
夏
珪
で
は
な
く
、
李
唐
の
画
風
を
継
承
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
仇
英
が
、
こ
の
よ
う
な
李
唐
画
風
を
用
い
た
と
し
て
も
、
不
思

議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
最
晩
年
の
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
初
め
て
そ
れ
を
用

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
要
因
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
仇
英

が
、﹁
奇
峰
万
木
図
﹂
や
こ
れ
に
類
す
る
作
品
を
実
際
に
知
り
、
そ
れ
を
こ
こ

に
応
用
し
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
仇
英
画

に
は
﹁
皆
稿
本
有
り
﹂
と
当
時
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
仇
英
は
、
こ
の
最
晩
年
の
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
お
い
て
、

そ
れ
ま
で
の
仇
英
画
と
も
、
さ
ら
に
一
年
半
前
の
よ
く
似
た
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂

か
ら
も
大
き
く
飛
躍
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
景
物
と
山
水
が
融
合
し
た
神
秘
的

な
雰
囲
気
を
も
つ
仙
界
を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
仇
英
の
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
と
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂

は
、
仇
英
の
山
水
画
制
作
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
幅
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
画
中
人
物
が
、
女
性
を
多
く
描
く
華

や
か
な
も
の
か
ら
、
文
人
だ
け
の
世
界
と
し
た
こ
と
な
ど
に
は
、
注
文
主
の
意

向
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
求
め
に
応
じ
て
、

そ
れ
を
描
き
挙
げ
る
た
め
に
、
仇
英
は
、
描
線
や
彩
色
、
構
図
な
ど
を
、
こ
こ

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
界
画
的
な

景
物
部
分
と
、
後
景
の
山
水
表
現
が
、
隅
々
ま
で
明
瞭
に
見
渡
せ
る
印
象
の

﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
か
ら
、
切
り
立
っ
た
山
々
の
山
懐
に
抱
か
れ
る
か
の
よ
う
な

煙
霞
に
か
す
む
仙
境
を
描
く
﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
へ
と
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
画
家
と
し
て
の
仇
英
自
身
の
創
意
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
人
物
画
的
な
山
水
図
か
ら
出
発
し
た
仇
英
が
、

様
々
な
影
響
受
け
、
ま
た
試
み
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
画
業
の
最
後
に
お

い
て
、
超
絶
的
な
細
密
描
写
と
、
ス
ケ
ー
ル
感
を
も
感
じ
さ
せ
る
山
水
世
界
が

融
合
し
た
、
他
に
類
を
見
な
い
山
水
図
を
描
き
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
仇
英
の
山
水
画
の
集
大
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
代
の

蘇
州
の
画
家
な
ら
で
は
の
、
洗
練
さ
れ
た
文
人
の
理
想
郷
と
し
て
の
仙
境
の
表

現
で
あ
っ
た
。

本
論
で
は
、
仇
英
の
山
水
表
現
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
展
開
の
跡
を
作
品

に
即
し
て
考
察
し
て
き
た
。
ま
だ
課
題
も
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
今
後
に
期
す

こ
と
に
し
た
い
。

[
附
記
]

本
稿
は
、
須
貝
美
紗
貴
が
、
平
成
二
十
三
年
度
、
実
践
女
子
大
学
大
学
院
美
術
史
学
専

攻
に
提
出
し
た
修
士
論
文
に
基
づ
き
、
修
論
作
成
時
か
ら
、
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
宮
崎

法
子
が
、
そ
の
構
成
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
上
で
、
全
体
に
わ
た
り
大
幅
な
加
筆
訂
正
を
行
な

い
、
新
た
な
内
容
も
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

[
註
]

１

二
〇
一
一
年
八
月
に
、
宮
崎
は
、
須
貝
ら
数
名
と
と
も
に
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
に

お
い
て
、
仇
英
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
他
、
仇
英
﹁
園
居
図
巻
﹂
な
ど
を
、
直
接
調
査
す
る

機
会
を
得
た
。
そ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
の
影
に
隠
れ
、
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
﹁
雲
溪
仙
館
図
﹂
が
、﹁
仙
山
楼
閣
図
﹂
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
、
優
品
で
あ
る
こ
と
や
、﹁
園
居
図
巻
﹂
の
画
質
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

２

仇
英
に
つ
い
て
の
主
な
画
史
の
記
述
を
掲
げ
る
。
い
ず
れ
も
、
太
倉
出
身
で
、
蘇
州

に
移
り
、
周
臣
に
絵
を
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
古
画
の
臨
模
を
行
な
い
、
仕
女
な
ど
人
物

画
を
得
意
と
し
、
細
密
描
写
に
優
れ
た
こ
と
を
い
う
。︵
参
考
の
為
﹃
無
声
詩
史
﹄
の
み

書
き
下
し
文
を
付
す
。︶

明
、
姜
紹
書
﹃
無
声
詩
史
﹄
巻
三
﹁
仇
英
、
字
實
父
、
太
倉
人
、
移
居
呉
郡
。

所
出

微
、
嘗
執
事
丹
青
、
周
臣
異
而
教
之
。
英
之
畫
秀
雅
纖
麗
、
亳
素
之
工
、
侔
於
葉
玉
、

凡
唐
宋
名
筆
無
不
臨
摹
、
皆
有
稿
本
、
其
規
仿
之
蹟
、
自
能
奪
眞
。
尤
工
士
女
、
神
采

生
動
、
雖
周
昉
復
起
、
未
能
過
也
。﹂︵﹃
画
史
叢
書
﹄
本
︶

﹁
仇
英
、
字
は
実
父
、
太
倉
の
人
。
居
を
呉
郡
に
移
す
。
出
ず
る
所
は
微
︵
い
や
し
︶

− 29 −



く
、
か
つ
て
、
丹
青
に
執
事
す
る
。
周
臣
、
異
︵
す
ぐ
れ
て
い
る
︶
と
し
て
之
に
教
え

る
。
英
の
画
は
、
秀
雅
に
し
て
繊
麗
、
毫
素
の
工
︵
た
く
み
︶
な
る
こ
と
、
葉
玉
︵
未

詳
︶
に
侔
︵
お
な
︶
じ
。
凡
そ
唐
宋
の
名
筆
で
、
臨
模
せ
ざ
る
無
し
。
皆
稿
本
あ
り
て
、

そ
の
規
仿
の
蹟
は
、
自
ず
と
能
く
真
を
奪
う
︵
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
︶。
尤
も
士
女
を

工
と
し
、
神
采
生
動
す
。
周
昉

復
ふ
た
た

び
起
こ
る
と
雖
も
、
未
だ
能
く
過
ぎ
ざ
る
な
り
。﹂

︵
書
き
下
し
は
宮
崎
。
以
下
も
同
じ
︶

明
、
王
穉
登
﹃
呉
郡
丹
青
志
﹄
﹁
能
品
﹂
﹁
仇
英
、
字
実
父
、
太
倉
人
、
移
家
郡
城
。
画

師
周
臣
、
而
格
力
不
逮
。
特
工
臨
摹
、
粉
図
黃
紙
、
落
筆
乱
真
。
至
於
髪
翠
豪
金
、
絲

丹
縷
素
、
精
麗
艶
逸
、
無
慚
古
人
。
･
･
･
﹂
︵
﹃
画
史
叢
書
﹄
本
︶

清
、
徐
沁
﹃
明
画
録
﹄
巻
一

人
物

﹁
仇
英
、
字
実
父
、
号
十
洲
。
太
倉
人
、
後
寓

呉
。
初
執
事
丹
青
、
周
東
村
異
而
教
之
、
摹
唐
宋
人
畫
皆
能
奪
真
。
尤
工
人
物
。
其
髪

翠
毫
、
金
絲
丹
縷
、
素
精
麗
艶
逸
、
無
慚
古
人
。
﹂
︵
﹃
画
史
叢
書
﹄
本
︶

﹃
図
絵
宝
鑑
続
纂
﹄
﹁
仇
英
號
十
洲
、
東
呉
人
。
善
画
、
其
山
水
雖
仿
宋
人
、
自
成
一
種
、

頗
得
靑
綠
重
色
之
法
。
人
物
仕
女
、
悉
皆
宮
妝
、
富
貴
□
態
、
楼
台
界
画
、
車
馬
舟
楫
、

俱
精
細
入
神
。
間
有
摹
臨
北
宋
、
寸
人
豆
馬
、
鬚
眉
畢
具
、
布
置
設
色
、
深
淺
得
宜
。

册
頁
手
巻
、
愈
小
愈
佳
。
前
可
追
並
古
人
、
後
無
能
継
踵
。
有
孫
聾
子
亦
畫
、
人
罕
知

其
名
爾
。
﹂
︵
﹃
画
史
叢
書
﹄
本
︶

３

仇
英
の
生
卒
年
は
、
江
兆
申
氏
の
﹃
文
徴
明
與
蘇
州
画
壇
﹄
︵
国
立
故
宮
博
物
院
、
一

九
七
三
年
︶
に
基
づ
く
。
そ
れ
は
、
呉
升
の
﹃
大
観
録
﹄
︵
巻
二
十
︶︵﹃
中
国
書
画
全

書
﹄
八
︶
所
載
の
仇
英
﹁
職
貢
図
巻
﹂
の
彭
年
の
嘉
靖
三
十
一
年
壬
子
︵
一
五
五
二
︶

十
二
月
の
跋
に
﹁
…
而
今
不
可
復
得
矣
。
﹂
と
い
い
、
﹁
今
で
は
仇
英
の
作
品
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
嘆
く
一
方
、
そ
の
前
の
同
年
九
月
の
文
徴
明
の
跋
で
は
全

く
そ
れ
ら
し
い
内
容
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
に
、
歿
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

生
年
に
つ
い
て
は
、
一
五
一
七
年
の
文
徴
明
﹁
湘
君
湘
夫
人
図
﹂
の
採
色
を
試
み
た
こ

と
や
多
く
の
資
料
が
短
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
一
四
九
四
年
頃
の
生
れ
と
推
論

さ
れ
て
い
る
。
諸
氏
の
仇
英
の
生
卒
年
に
関
す
る
説
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
弘
治
七
年
︵
一
四
九
四
︶
︱
嘉
靖
四
十
年
︵
一
五
六
一
︶
六
十
八
歳
。︵
温
肇
桐
﹃
明
代

四
大
畫
家
﹄︶

・
弘
治
十
五
、
十
六
年
︵
一
五
〇
二
、
一
五
〇
三
︶
︱

嘉
靖
三
十
一
年
︵
一
五
五
二
︶

︵
徐
邦
達
﹁
仇
英
的
生
卒
年
和
其
他
﹂﹃
中
國
画
﹄
創
刊
号
、
中
国
古
典
藝
術
出
版
社
、

一
九
五
七
年
︶

・
生
年
不
詳

︱

嘉
靖
三
十
八
年
︵
一
五
五
九
︶
出
典
明
示
な
し
。︵
林
家
治
﹁
仇
英
窮
苦

的
一
生
﹂﹃
朶
雲
﹄
第
三
集
一
九
八
二
年
︶

・
成
化
十
八
年
︵
一
四
八
二
︶
︱

嘉
靖
三
十
八
年
︵
一
五
五
九
︶︵
胡
藝
﹁
仇
英
生
平
考
﹂

﹃
朶
雲
﹄
第
五
集
一
九
八
三
年

４

仇
英
が
短
命
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
董
其
昌
﹃
画
禅
室
随
筆
﹄
に
﹁
…
黄
子
久
、

沈
石
田
、
文
徴
仲
皆
大
耄
、
仇
英
短
命
、
趙
呉
興
止
六
十
餘
。
…
﹂
と
あ
り
、
ま
た
、

顧
復
﹃
平
生
壮
観
﹄
に
は
﹁
…
人
以
其
︵
仇
英
︶
享
年
不
永
而
致
惜
。
…
﹂︵﹃
中
国
書

画
全
書
﹄︵
四
︶︶
と
あ
る
こ
と
な
ど
に
拠
る
。

仇
英
が
漆
工
の
絵
付
け
職
人
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

清
、
張
潮
﹃
虞
初
新
志
﹄
の
﹁
戴
文
進
伝
﹂
に
、﹁
張
山
来
曰
、
明
画
史
又
有
仇
十
洲

者
、
其
初
為
漆
工
、
兼
為
人
綵
絵
棟
宇
、
後
徙
而
業
画
、
工
人
物
楼
閣
。
予
独
嫌
其
畧

帯
匠
気
。
顧
不
若
戴
文
進
為
佳
耳
、
且
戴
兼
工
山
水
、
則
尢
不
可
及
也
。﹂﹁
・
・
明
の

画
史
︵
絵
師
︶
に
、
又
、
仇
十
州
と
い
う
者
有
り
、
そ
の
初
め
は
漆
工
と
為
り
、
兼
ね

て
︵
他
︶
人
の
為
に
棟
宇
︵
建
物
︶
に
綵
絵
︵
絵
付
け
︶
す
る
。
後
、
徙
︵
う
つ
り
︶
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て
画
を
業
︵
な
り
わ
い
︶
と
し
、
人
物
楼
閣
を
工
と
す
。
予
は
独
り
そ
の
ほ
ぼ
匠
気
を

帯
び
る
を
嫌
う
。
顧
み
て
、
戴
文
進
の
佳
為
る
に
若し

か
ざ
る
の
み
。
且
つ
、
戴
の
兼
ね

て
山
水
に
工た
く

み
な
る
こ
と
、
則
ち
も
っ
と
も
及
ぶ
か
ら
ず
な
り
・
・
﹂
と
い
う
。

ま
た
、
後
に
は
訛
し
て
、
陶
磁
の
絵
付
け
師
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
清
末
の
黃
崇

惺
﹃
草
心
楼
読
画
集
﹄
︵
﹃
美
術
叢
書
﹄
︵
一
︶
所
収
︶
所
載
の
﹁
仇
実
甫
宮
閨
図
巻
子
﹂
の

跋
に
﹁
…
何
物
饒
州
画
磁
匠
、
乃
竟
得
此
意
乎
。
…
﹂
と
い
う
。
︵
饒
州
は
江
西
省
鄱
陽

県
、
陶
器
の
産
地
。
︶

５

註
２
に
挙
げ
る
﹃
無
声
詩
史
﹄
﹃
明
画
録
﹄
の
記
事
参
照
。

６

文
人
画
家
や
収
蔵
家
は
、
腕
の
良
い
職
業
画
家
を
常
に
身
近
に
置
き
、
所
蔵
品
の
臨

模
な
ど
を
行
わ
せ
て
い
た
。
趙
孟
頫
に
と
っ
て
の
陳
琳
や
、
文
徴
明
に
と
っ
て
の
仇
英

も
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
い
う
。
︵
一
九
九
三
年
、
東
京
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
お
け
る
楊
新
氏
の
口
頭
発
表
に
よ
る
。
︹
報
告
書
未
刊
︺︶

７

清
、
呉
升
撰
﹃
大
観
録
﹄
︵
巻
二
十
︶
︵
﹃
中
国
書
画
全
書
﹄
八
︶
仇
英
﹁
滄
溪
図
巻
﹂

に
﹁檇

李
項
子
京
収
蔵
甲
天
下
、
館
餼
十
餘
年
、

②

歴
代
名
迹
資
其
浸
灌
、
遂
與
沈
唐
文

称
四
大
家
。
﹂
︵檇

李
項
子
京
の
収
蔵
は
、
天
下
に
甲
た
り
、
館
に
お
く
る
こ
と
十
餘
年
、

歴
代
の
名
声
、
そ
の
浸
潅
に
資
す
る
。
遂
に
、
沈
︵
周
︶
唐
︵
寅
︶
文
︵
徴
明
︶
と
と

も
に
四
大
家
と
称
さ
れ
る
。
︶
と
い
う
こ
と
に
拠
る
。
後
出
の
﹃
臨
宋
人
画
冊
﹄︵
上
海

博
物
館
︶
な
ど
の
現
存
作
品
も
そ
れ
を
証
左
す
る
。

８

注
７

傍
線
②
参
照

９

注
２
﹃
無
声
詩
史
﹄
に
﹁
凡
唐
宋
名
筆
無
不
臨
摹
、
皆
有
稿
本
﹂
と
い
う
。

清
﹃
石
渠
宝
笈
﹄
養
心
殿
﹁
明
仇
英
雲
溪
仙
館
図

陸
師
道
書
仙
山
賦
一
軸

貯
養

10
心
殿
、
宋
牋
本
、
著
色
画
、
款
云
仇
英
実
父
製
、
下
有
仇
実
父
氏
、
仇
英
之
印
二
印
、

上
方
陸
師
道
楷
書
仙
山
賦
款
識
云
、
嘉
靖
二
十
七
年
冬
十
月
廿
又
一
日
陸
師
道
書
、
前

署
仙
山
賦
三
字
、
軸
、
髙
三
尺
九
分
、
廣
一
尺
二
寸
四
分
﹂

清
、
卞
永
譽
﹃
式
古
堂
書
画
彙
考
﹄︵﹃
中
国
書
画
全
書
﹄
所
収
本
︶
該
当
箇
所
は
冒

11
頭
と
末
尾
の
傍
線
部
分
。
尚
、﹁
仙
山
賦
﹂
部
分
は
、﹃
故
宮
書
画
録
﹄︵
七
︶
所
収
の
釈

文
に
よ
り
一
部
改
め
た
。
︵

は
花
木
に
つ
い
て
の
言
及
部
分
。︶

仇
実
父
仙
山
楼
閣
図

紙
本
、
掛
幅
、
界
画
、
淡
色
、
層
巒
聳
峙
、
虬
曲
松
林
、
沼
溪
縈

紆
、
雪
花
梅
樹
、
内
有
瓊
臺
丹
館
、
舞
袖
紛
飄
、
著
筆
閑
雅
、
命
意
精
工
。
仇
英
実
父
製

仙
山
賦

馳
藻
思
兮
河
間
関
、
構
図
絵
兮
非
人
間
、
將
神
游
恍
惚
兮
、
抑
倒
景
之
曽
攀
、
山
莫
妙
于

九
畳
屏
風
、
又
九
九
而
無
窮
、
水
莫
妙
于
三
十
六
曲
、
又
曲
曲
而
愈
通
、
示
白
雲
之
懸
路

兮
、
叩
靈
関
而
莫
從
、
但
見
山
産
不
凋
之
木
、
地
茂
長
青
之
草
、
桃
李
榮
萬
年
之
春
、
羽

毛
翔
不
死
之
鳥
、
巌
幽
幽
兮
葉
飛
、
洞
聒
聒
兮
泉
鳴
、
非
金
膏
之
餘
液
、
則
瓊
樹
之
弱
英
、

雙
朱
楣
以
為
門
、
忽
青
林
之
隱
隱
、
覽
黄
金
之
高
榜
、
因
碧
霞
以
発
軔
、
磴
乍
升
而
乍
降
、

徑
或
浮
而
或
沈
、
非
鸞
参
而
鶴
跨
、
抑
步
虚
而
躡
清
、
白
玉
棧
兮
、
往
來
自
易
、
青
雲
為

襪
兮
、
出
入
自
軽
、
秀
木
疏
而
復
密
、
石
壁
起
而
復
合
、
樹
交
柯
結
、
蒼
鼯
飛
越
、
積
雪

為
膏
、
碧
火
明
滅
、
鑒
寒
潭
兮
心
空
、
拂
水
光
兮
情
悦
、
靈
猿
蔭
于
寒
條
、
珍
鳥
宿
于
貝

葉
、
白
鹿
引
偓
佺
之
車
、
玉
兔
開
仙
城
之
闕
、
或
蹈
翡
翠
之
巢
、
或
載
虹
霓
之
轍
、
雲
悠

悠
兮
路
長
、
岸
縈
兮
屨
絶
、
或
懸
飛
空
之
梁
、
或
設
平
步
之
杠
、
神
恍
惚
於
水
簾
、
載
宴

息
于
玉
房
、
桂
叢
蒙
密
、
蘭
薄
芬
芳
、
金
堤
曲
逆
、
竹
林
清
凉
、
烟
廊
霧
閣
、
雲
帳
翠
床
、

碧
瓦
于
山
椒
、
牽
朱
欄
於
水
傍
、
飛
泉
出
于
檐
末
、
紅
葩
煥
于
幽
窗
、
于
是
安
期
羨
門

之
徒
、
乘
紫
鸞
、
駕
白
鶴
、
拾
瑶
草
、
采
翠
華
、
拂
烟
光
而
容
與
、
步
明
月
于
金
沙
、
既

邅
迴
于
漵
浦
、
遂
釋
近
而
即
遠
、
望
白
雲
之
層
觀
兮
、
凌
沓
嶂
兮
宛
轉
、
峰
嵯
峨
兮
叠
青

蓮
、
樹
菁
葱
兮
生
紫
烟
、
三
神
山
兮
起
空
濛
、
十
二
樓
兮
懸
珠
簾
、
日
未
出
兮
珊
瑚
明
、

涉
春
冬
兮
花
木
妍
、
策
神
駟
兮
躡
光
景
、
放
靈
槳
兮
花
間
船
、
入
閬
苑
、
即
仙
居
、
憩
靈
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宮
、
臨
瑶
池
、
于
是
素
女
開
牖
、
宓
妃
上
楼
、
鈞
天
奏
于
別
館
、
神
籟
發
乎
中
洲
、
載
雲

旗
以
往
來
、
采
清
風
以
遨
游
、
水
閣
則
金
屧
蹣
跚
、
雲
闥
則
綺
疏
綢
繆
、
蘭
堂
兮
貝
室
、

蓀
璧
兮
蕙
稠
、
金
鋪
陸
離
、
璇
廊
洞
修
、
屏
比
交
玉
几
之
光
、
球
琳
鳴
甲
帳
之
勾
、
出
入

歡
濩
、
仙
侶
道
儔
、
鳳
皇
銜
燈
于
玄
夜
、
蟾
蜍
納
月
于
中
秋
、
冬
居
則
光
風
轉
凄
、
夏
處

則
瀑
布
為
幕
、
餐
六
氣
兮
飲
沆
瀣
、
服
玄
醴
兮
進
芍
藥
、
鼓
金
簧
、
吁
玉
籥
、
檀
吹
流
、

霞
光
落
、
纖
阿
舉
兮
椒
芬
揚
、
玉
汗
生
兮
異
香
薄
、
瓊
漿
澈
兮
回
霓
裳
、
華
燈
陳
兮
歸
洞

房
、
窺
王
喬
之
靈
竈
、
啓
赤
松
之
丹
床
、
愈
入
愈
秘
、
嗅
芳
始
知
、
元
化
之
道
、
無
為
之

方
、
冥
冥
寂
寂
、
其
樂
未
央
、
回
視
凡
境
、
杳
而
渺
茫
、
於
乎
、
非
得
仙
風
道
骨
、
奚
為

乎
克
躋
其
郷
、
嘉
靖
二
十
七
年
冬
十
月
廿
又
一
日
、
陸
師
道
﹂
︵
傍
線
筆
者
︶

清

高
士
奇
﹃
江
村
銷
夏
録
﹄
︵
﹃
中
国
書
画
全
書
﹄
七
所
収
︶
に
は
、

仇
実
父
仙
山
楼
閣
図

紙
本
、
立
軸
、
長
二
尺
二
寸
、
闊
一
尺
二
寸
。
淡
青
緑
、
仿
小
李

將
軍
、
界
劃
精
工
、
峰
巒
層
畳
、
蒼
松
數
株
、
離
立
成
林
、
溪
畔
梅
花
如
雪
、
亭
臺
之
内

舞
袖
揚
芬
吹
檀
流
韵
、
對
之
恍
然
身
躋
于
三
山
十
洲
矣
。
真
近
代
之
二
李
也
。
款
着
左

方
、

②

上
有
陸
五
湖
細
楷
書
祝
京
兆
仙
山
賦
一
篇
、
精
妙
异
常
、
仇
英
実
父
製

仙
山
賦

以
下
略
︵
同
前
︶
･
･
･

嘉
靖
二
十
七
年
冬
十
月
廿
又
一
日
、
陸
師
道
書
。﹂

註

高
士
奇
﹃
江
村
銷
夏
録
﹄
傍
線
②
部
分
参
照

12
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a
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seu
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9
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宮
崎
法
子
﹁
明
代
の
絵
画
﹂
﹃
世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編

第
８
巻
明
﹄
小
学
館
、
一
九

九
九
年

W
en

C

.FO
N
G

︵
方
聞
︶
氏
は
、
こ
の
作
品
に
は
墨
を
よ
く
吸
い
込
む
紙
が
用
い
ら

14
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
こ
れ
だ
け
細
密
な
描
写
を
行
う
の
は
、
非
常
に
高
い
技
術
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。W

en
C

.Fo
n
g

前
掲
書
︵
注

︶
四
〇
一
～
四
〇
二
頁

13

王
蒙
が
﹁
剣
閣
図
﹂
を
描
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
柯
九
思
﹁
題
黄
鶴
山
人
﹃
剣
閣

15
図
﹄﹂︵﹃
元
代
画
家
資
料
﹄
所
引
﹃
元
詩
選
三
集
・
丹
丘
生
稿
﹄︶
な
ど
か
ら
知
れ
る
が
、

そ
の
内
容
か
ら
、
秋
景
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

古
原
宏
伸
﹁
唐
人
﹃
明
皇
幸
蜀
図
﹄﹂﹃
中
国
画
巻
の
研
究
﹄
中
央
公
論
美
術
出
版
社

16
二
〇
〇
五
年

都
穆
﹃
寓
意
編
﹄﹁
江
陰
葛
惟
善
藏
、
趙
千
里
明
皇
幸
蜀
図
小
幅
。
…
﹂︵
都
穆
は
蘇

17
州
出
身
の
弘
治
十
二
年
︵
一
四
九
九
︶
の
進
士
。︶

文
嘉
﹃
鈐
山
堂
書
画
記
﹄﹁
唐
…
明
皇
幸
蜀
図
二
、
摹
本
。﹂﹁
元
人
雜
画
…
明
皇
幸
蜀
図

一
。
…
﹂︵﹃
鈐
山
堂
書
画
記
﹄
は
、
文
徴
明
の
子
、
文
嘉
が
、
籍
没
さ
れ
た
江
西
省
出

身
の
厳
嵩
父
子
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
記
し
た
も
の
。︶

﹁
剣
閣
図
﹂
の
款
記
に
は
﹁
呉
郡
仇
英
実
父
、
為
東
原
先
生
謹
製
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
に

18
言
う
東
原
先
生
が
誰
に
あ
た
る
か
は
未
詳
。
た
だ
こ
の
款
記
の
字
体
は
通
例
の
謹
直
な

細
筆
の
楷
書
で
な
く
、
行
書
の
大
ぶ
り
な
書
体
で
あ
り
、
疑
問
も
残
る
。
更
な
る
検
討

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

劉
芳
如
﹁﹃
漢
宮
春
暁
図
巻
﹄
作
品
解
説
﹂﹃
精
彩
一
百

國
寶
總
動
員
﹄︵
国
立
故
宮

19
博
物
院
、
二
〇
一
一
年
︶
に
よ
れ
ば
、
画
巻
の
末
尾
に
項
元
汴
の
書
で
﹁
子
孫
永
保
、

値
価
貮
佰
金
﹂
と
記
さ
れ
、
項
元
汴
に
高
値
で
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
仇
英
が

項
元
汴
の
所
に
滞
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
一
五
四
二
年
頃
か
ら
一
五
五
二
年
頃
ま

で
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

宮
崎
法
子
﹁﹃
漢
宮
春
暁
図
巻
﹄
解
説
﹂﹃
世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編

第
８
巻

20
明
﹄
小
学
館

一
九
九
九
年

呉
同
﹁﹃
弾
箜
篌
図
﹄
解
説
﹂﹃
岡
倉
天
心
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
﹄
展
図
録
︵
名
古
屋

21
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

一
九
九
九
年
︶
に
よ
れ
ば
、
画
面
左
上
に
文
人
画
家
文
彭
︵
一
四
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九
八
︱
一
五
七
三
︶
の
楷
書
の
題
識
と
、
陳
淳
︵
一
五
四
八
︱
一
五
七
三
︶
の
行
書
の

跋
文
が
あ
る
と
い
う
。

宮
崎
法
子
﹁
﹃
韓
熙
載
夜
宴
図
﹄
と
明
代
江
南
人
物
画
﹂
仲
町
啓
子
編
﹃
仕
女
図
か
ら

22
唐
美
人
図
へ
﹄
実
践
女
子
学
園
学
術
・
教
育
研
究
叢
書

、
二
〇
〇
九
年

17

作
品
上
の
自
跋
や
文
嘉
と
王
遲
登
の
跋
に
は
、
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、

23
清
、
顧
文
彬
﹃
過
雲
樓
書
畫
記
﹄
巻
八
﹁
文
待
詔
仿
趙
魏
公
湘
君
湘
夫
図
﹂
の
条
に
、

文
徴
明
が
王
寵
︵
一
四
九
四
︱
一
五
三
三
︶
の
為
に
﹁
湘
君
図
﹂
を
描
き
、
そ
の
彩
色
を

仇
英
に
頼
ん
だ
も
の
の
文
徴
明
は
気
に
入
ら
ず
、
つ
い
に
文
徴
明
自
ら
彩
色
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
典
拠
は
不
詳
。

﹁
東
林
図
﹂
の
画
中
に
、
仇
英
の
款
識
﹁
仇
英
実
父
為
東
林
製
﹂
と
あ
り
、
東
林
と
い

24
う
人
物
の
別
荘
を
描
く
。
東
林
が
誰
で
あ
る
か
確
実
な
人
物
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、

仇
英
と
同
時
期
に
、
賈
錠
︵
一
四
四
八
︱
一
五
二
三
︶
と
い
う
人
が
東
林
と
い
う
号
を

使
用
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
賈
錠
の
為
に
描
か
れ
た
の
な
ら
ば
、
賈
錠
が
七
十
六
歳
で

没
す
る
嘉
靖
二
年
︵
一
五
二
三
︶
以
前
、
仇
英
が
三
十
歳
ま
で
に
﹁
東
林
図
﹂
を
制
作

し
、
賈
錠
に
贈
っ
た
こ
と
に
な
る
。

﹁
園
居
図
﹂
の
園
居
は
、
嘉
靖
六
年
︵
一
四
九
三
︶
の
進
士
で
あ
る
王
献
臣
が
、
故
郷

の
蘇
州
に
造
営
し
た
庭
園
﹁
拙
政
園
﹂
の
こ
と
。
画
巻
の
末
尾
に
王
寵
が
記
し
た
﹁
園

居
詩
﹂
二
首
と
、
王
献
臣
が
仇
英
を
雇
っ
て
画
を
描
か
せ
た
と
い
う
王
寵
の
跋
が
あ
る
。

そ
の
跋
の
末
に
﹁
嘉
靖
壬
辰
︵
一
五
三
二
︶
夏
四
月
六
日
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
王
寵
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図１ 仇英「仙山楼閣図」1550年
110.5×42.1㎝ 台北故宮

図２ 仇英「雲溪仙館図」1548年
99.3×39.8㎝ 台北故宮

図３ b「雲溪仙館図」部分 図３ a 「仙山楼閣図」部分
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図４ a 「仙山楼閣図」部分図４ b「雲溪仙館図」部分

図７ 明 周臣「閒看兒童促柳
花句意図」台北故宮

図６ 明 戴進「春遊晩帰図」
台北故宮

図５ 仇英「春遊晩帰図」
台北故宮

図８ 仇英
「桃源仙境図」
天津博物館

図９ 仇英
「玉洞仙源図」
北京故宮

図10 仇英「剣閣図」上海博物館
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図11 (伝)唐 李昭道「明皇幸蜀図」台北故宮

図12 「雲溪仙館図」部分

図13 仇英「漢宮春暁図巻」部分 台北故宮図14 「漢宮春暁図巻」部分

図16 「雲溪仙館図」部分

図17 文徴明
「湘君湘夫人図」部分
1517年 北京故宮

図15 仇英「弾箜篌図」
ボストン美術館
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図19 「仙山楼閣図」部分 図18 「仙山楼閣図」部分

図20 仇英「滕王閣図」『臨宋人画冊』より
上海博物館図21 南宋 馬麟「秉燭夜遊図団扇」台北故宮

図22 仇英「東林図巻」 絹本着色 29.5×136.4㎝ 台北故宮

図23 仇英「園居図巻」 紙本着色 27.8×84.0㎝ 台北故宮
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図24 「東林図巻」 部分図25 「園居図巻」 部分

図26 文徴明「江南春図巻」 1530年 上海博物館

図29 「仙山楼閣図」部分 図28 「雲溪仙館図」部分 図27 文徴明「江南春図巻」部分

図30 李唐「奇峰萬木図団扇」 台北故宮


